
臨床医学系

内 科 学 講 座

膠原病・リウマチ

著 書

１ 長澤浩平：成人スチル病．リウマチ基本テキスト．351-358，日本リウマチ財団教育研修委員会編集

発行．東京 2005．

２ 牛山 理，長澤浩平：疾患 25：成人スチル病．山本一彦編：シミュレイション内科 リウマチ・

アレルギー疾患を探る．172-176，永井書店．東京 2005．

学術論文

１ 小荒田秀一，春田善男，長澤浩平：樹状細胞上の TLRの発現．臨床免疫 43：713-716，2005．

２ Koarada S,Ide M,Haruta Y,Tada Y,Ushiyama O,Morito F,Ohta A,Nagasawa K: Two
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１ 青木洋介，福岡麻美，長澤浩平，永沢善三，草場耕二，高柳 恵，田邉一郎：感染症医から見た院

内呼吸器感染症の問題点と今後の対応．第79回日本感染症学会総会．2005，４，14-15．日本感染症

学会総会学術講演抄録集 236．

２ 福岡麻美，青木洋介，長澤浩平，永沢善三，草場耕二，高柳 恵，田邉一郎：感染症医の早期介入

による Bacteremic sepsisの予後の改善．第79回日本感染症学会総会．2005，４，14-15．日本感染

症学会総会学術講演抄録集 241．

３ 春田善男，小荒田秀一，多田芳史，三田村未央，大田明英，長澤浩平：膠原病における樹状細胞上



の Toll like receptor発現の検討．第49回日本リウマチ学会．2005，４，17-20．日本リウマチ学会
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４ 小荒田秀一：血管炎症候群における可溶型内皮プロテインＣ受容体の検討．第49回日本リウマチ学

会．2005，４，17-20．日本リウマチ学会総会・学術集会抄録集 135．

５ 小荒田秀一，多田芳史，大田明英，長澤浩平：関節リウマチにおける抗 TNFα抗体（infliximab）
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６ 松浦江美，大田明英，春田善男，小荒田秀一，多田芳史，長澤浩平：強皮症患者のQOLについて．

第８回強皮症研究会議．2005，１，15．第８回強皮症研究会議合同会議プログラム集 14．

７ 三田村未央，春田善男，小荒田秀一，多田芳史，大田明英，長澤浩平：成人発症 Still病の臨床的検

討：特に治療と予後について．第49回日本リウマチ学会．2005，４，17-20．日本リウマチ学会総会・
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８ シェリフ多田野亮子，大田明英，三田村未央，春田善男，小荒田秀一，多田芳史，長澤浩平：強皮
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研究助成等

職名 氏 名 補助金(研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
(千円)

教 授 長澤 浩平 平成17年度科学研究費補助

金

基盤研究 自己免疫疾患におけるＢ細胞表面分子

RP105の欠損の重要性と治療への応

用

1,300

教 授 長澤 浩平 平成17年度厚生労働科学研

究費

特定疾患対策

研究事業

骨・関節系研

究班大腿骨頭

壊死症調査研

究分科会

（分担）

ステロイド性大腿骨頭壊死症の予防に

関する研究

1,000

教 授 長澤 浩平 平成17年度厚生労働科学研

究費

免疫アレル

ギー疾 患 予

防・治療研究

事業（分担）

免疫疾患に対する免疫抑制療法等先端

的新規治療法に関する研究

3,000

教 授 長澤 浩平 平成17年度「民間との共同

研究（区分Ｂ）」

自己免疫患者由来 RP105陰性Ｂ細胞

の膜上に特異的に発現する分子の同定

とそれに対する抗体の取得

1,000

教 授 長澤 浩平 平成17年度「民間との共同

研究（区分Ｂ）」

自己免疫患者由来樹状細胞の膜上に特

異的に発現する分子の解析

500

講 師 多田 芳史 平成17年度佐賀大学中期計

画実行経費

医学部研究者

育成事業

RP105分子の関節炎モデルにおける

作用の解析および治療標的分子として

の可能性の追究

1,200

助 手 小荒田秀一 平成17年度佐賀大学中期計

画実行経費

医学部研究者

育成事業

（分担）

自己免疫疾患の新しい発症機序 750


